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編集発行：201５年１月 
畜大図書館学生サポーター 

 

「視聴覚コーナー」をご存知ですか？ 

図書館２階閲覧室の一角に，VHS，DVD、ブ

ルーレイ資料を見るための「視聴覚コーナー」が

あります。貸出不可の資料はこちらでご覧くださ

い。映画「銀の匙」もありますよ！ 

携帯電話版OPAC 



★「ビブリオバトル体験」を実施しました。 

図書館では，いつもの「読書会」に変えて「ビブリオバトル体験」を実施しました。スクリーンに映る「５分

間」のタイマーの前で，ドキドキしながらの発表でした。 

進行と発表を行った鈴木君の感想です。 

 

「ビブリオバトルを終えて」                  （学生サポーター・鈴木） 
 

11 月 10日，かしわプラザにて「ビブリオバトル体験」を行いました．私は以前に某書店で行われたビブリオバ

トルに参加した経験があるので，未熟ながら進行役を務めさせていただきました．ビブリオバトルとは，５分間で

それぞれの用意した本についてプレゼンを行い，誰の本が一番読みたくなったかを投票で決定する，いわば読書会

に対決要素を加えたようなものです． 

いつもの読書会とは一味違う体験ができて，非常に楽しかったです．ですが，個人的には全体的に準備不足を感

じました．読書会ならいざしらず，ビブリオバトルと名打つならたとえ体験だったにせよもっと内容を詰めておき

たかったです（何を話すか，投票方法はどうするか，etc…）．また，今回は発表者がわずかに5人でしたので，次

回はもっと大人数でできれば良いなと思います． 

今回も出席者はいつものメンバー

でしたので，これからはもっといろん

な方に図書館の企画に参加していた

だけると良いなぁと思います．ビブリ

オバトルと言っちゃったから敷居が

高かったのかなぁ… 

ですが，なかなか出来ない貴重な体験

でしたので，ぜひみなさんにも広めて

いきたいと感じました． 

 

★「学生図書購入ツアー」を実施しました。 

図書館では，学生の皆さんが図書館に置いてほしい本，誰かに薦め 

たい本などを直接書店で選ぶ 「学生図書購入ツアー」を行っていま 

す。8月（1回目）に続いて2回目の「購入ツアー」を12月 22日 

に実施しました。今回の「購入ツアー」で選んだ本は，POPを作成して，

1月末には，図書館閲覧室で展示の予定です。どんな本が並ぶのか， 

楽しみですね。初めて参加してくれた高橋君の感想です。 

 
「学生図書購入ツアーに参加して」 
 

今回，私は初めて「選書ツアー」に参加しましたが，沢山の書籍の中からお

もしろそうな本を探す過程で，今まで考えもしなかった本に触れることができ，

新しい発見を得ることができました。次回も参加したいと思います。 

（A1・高橋君） 

 

書店で読みたい本を見つけても値段と財布の中身を見比べて，買わずに諦め

ることが多かったので，1 人 1 万円分の好きな本をその場で購入できる今回

のツアーは私にとってとても嬉しい企画でした。今回がツアー初参加だったの

ですがとても楽しかったので，次回のツアーもまた参加したいです。 

（V1・金月さん） 



 

 

 

人間科学研究部門 

岡崎先生のオススメ本！ 

 

共同獣医学課程 

前さんのオススメ本！ 

桜庭一樹 

｢砂糖菓子の弾丸は撃ちぬけない｣ 

【図書館書庫２階 913.6/Sa46】 

中学２年生の山田なぎさは，父の居ない貧しい家庭

に育った。引き籠りの兄に代わり，家計を支えるた

めに中卒で自衛隊に入隊することを考える。そんな

なぎさと対照的な転校生・海野藻屑が現れる。有名

人の親を持ち，ブランド品に身を包む藻屑は，自ら

を人魚だと言い張り，日々虚言を吐き散らす。しか

しその虚言癖の裏には，父親からの激しい暴力と痛

切な現実逃避欲求が隠されていた。何もかも正反対

な２人だが，紆余曲折を経て不思議と親しい仲にな

る。複雑な家庭を持つ彼女らはつらい現実に耐えか

ね，ある決心をするが．．． 

切実な痛みに満ちた青春小説。 

２人の運命は？ 

砂糖菓子の弾丸とは？ 

気になる方は，図書館の蔵書から 

是非お読み下さい。        （前） 

 

 

吉村昭 ｢ポーツマスの旗｣ 

【図書館１階 新潮文庫よ-5-14】 

 

１００余年前，日本は命運をかけた日露戦争で大

国ロシアを相手に日本海海戦で大勝利，世界を驚

かした。戦局は有利なように思われたが，じつは

その時点で日本は兵力も財力も尽きてしまって

いた。残された道は，少しでも有利な条件のまま

講和条約を結ぶこと。そして条約締結の大役は，

小村寿太郎というひとりの恵まれない境遇の男

に託されたー。 

小村はたぐい稀な頭脳の持ち主でした。しかしそ

れ以上に魅力的なのは，かれが「命がけ」で仕事

をしたこと。この本に出てくる小村こそ，私の憧

れです。 

                              （岡崎） 




